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標準箱（横箱）のサイズ検討➀
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１．流通容器の仕様
の現状の整理

① 切り花の流通においては段ボール箱が一般的
② 横箱と縦箱の二種類
③ 水分を供給する湿式と水分を供給しない乾式の

二種類
④ サイズ、箱の形式（横開き、両開き等）、材質

は様々だが、「切り花の入数」、「産地と市場
との意見交換」で仕様が決定されており、物流
条件を考慮したデザイン決定は全くされず

２．標準箱（横箱）
サイズの検討

① 我が国で一般的に使用されているT11型パレット
への積み付けを考慮しサイズを検討

② ４タイプ
タイプＡ；長さ1,100×幅360×高さ260
タイプＢ；長さ1,100×幅360×高さ173
タイプＣ；長さ1,100×幅360×高さ130
タイプＤ；長さ1,100×幅275×高さ130

３．実証実験 ① 標準箱サイズを使用することのメリット・デメ
リットの確認

② 実証結果は次ページ参照



標準箱（横箱）サイズの検討②
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【Ｔ11パレットへの積み付けパターン】



標準箱（横箱）サイズの検討③
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【実証実験の様子】

荷崩れ防止のため、７段で
フィルム巻き

15段まで積み付け

パレタイズド貨物として
トラックに積み込み

【実証実験の結果】

 積載率；パレットを使用しない場合と比べて約９０％に減
例；１６段積み→１５段積み＊要検証

 荷積み・荷下ろし時間；パレットを使用しない場合と比べて約９０％削減
〇作業員２人の場合

パレット未使用：荷積み２時間＋荷下ろし１時間＝３時間（180分）
パレット使用 ：荷積み10分＋荷下ろし10分＝20分



標準容器（縦箱）のサイズ検討➀
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１．標準箱（横箱）
サイズの検討－現状
使用されている箱サ
イズの検討

⃝ 現状使われている縦型に可能な限り揃えること、
我が国で一般的に使用されているT11型パレット
に適したサイズであることを考慮しサイズを検
討
 主にバラ、カスミソウ、チューリップ、ガー

ベラ等で使用されている長さ240×幅240
；16ケース：面積比76％

 主にカスミで使用されている長さ300×幅400
；８ケース：面積比79％

 主にダリア、ストック、カスミで使用されて
いる長さ350×幅400
；９ケース：面積比91％

 主にバラ等で使われている長さ210×幅210
；８ケース：面積比91％

２．積載効率を考え
た箱サイズの検討

○ T11パレットの平面積載効率を100％とするサイズ
① 高さ600×縦275×横275
② 高さ900×縦275×横275

⃝ 仕様・構造（次ページ参照）
 側面から花きを取り出し可能
 保水用の資材が入る



標準容器（縦箱）のサイズ検討②
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16ケース：面積比100％



台車（パレット台車）の統一規格の検討
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１．標準容器＋パ
レット物流に適した
マテハン機器の検討

① 標準容器＋パレット物流においては拠点内移動
が課題

② フォークリフト未導入の拠点の存在、場内面積
の制約から人力で動かせるマテハン機器が適当

２．パレット台車の
仕様・構造の検討

① 1100×1100パレットが載るサイズ
② パレットを使用せず、直接ケースを載せても落

下しないメッシュ仕様
③ 荷重500kg想定。15kgケース×30ケース
④ 自重10kgの軽量構造
⑤ スタッキング、
連結可能

等

３．パレット台車の
試験導入結果

① ３拠点で２ヶ月間試験導入
○ ハンドリフトよりも取り回しがよい
× カートへの連結ができない
×（柵がないため）高さ方向に積載できるケー

ス数に制限



台車（ハーフ台車）の統一規格の検討➀
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１．園芸用台車の種
類と特徴の整理

次ページ参照。

２．台車に関するア
ンケート調査

① 利用している台車の種類は２～４種類
② アルフロックを導入している市場が最多
③ 切り花よりも園芸品での使用が多く、鉢物産地

から市場までの物流の60%以上は台車物流
④ 台車が重く取り回しずらいことが課題。アルフ

ロックのハーフサイズのニーズが高い。植物専
用ではない運送会社の利用も増加することを見
通すと台車高を低くする必要

３．ハーフ台車の仕
様・構造の検討

アルフロック台車の半分のサイズの台車を設計。
詳細は次々ページ参照。

４．ハーフ台車の試
験導入

ハーフ台車を生産地、市場、小売店で使用し、取り
回しの良さ、保管スペースの省スペース化を確認す
るとともに、連結してフルサイズでの使用も支障が
ないことを確認



台車（ハーフ台車）の統一規格の検討②
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➀全国的に利用されてい
る台車
アルフロック台車

（イワタニアグリ
グリーン株式会社製）
材質；アルミニウム
W1055×D1285×H2068
重量：85.5kg
積載重量；600kg

③市場内でのみ利用され
ている台車
各社ユニークなサイズ
でトラックに積載でき
ないサイズも

②特定の地域内での台車
物流で使われているも
の
写真は岐阜花卉流通セ
ンター所有のもの
材質；アルミニウム
W1046×H2140×D1280

④生産地のほ場内で利用
されている台車
トラックに積載する前
提で設計されていない



台車（ハーフ台車）の統一規格の検討③
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サイズ；W520×D1280×H1900
重量 ；約15kg
材質 フレーム ：亜鉛合金

棚板フレーム：亜鉛合金
棚板 ：木製
キャスタ ：ゴム製

 牽引バー付き
 ２台連結可能
 折りたたみ重ね可能



日本花き取引コード（ＪＦコード）の活用①
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１．JFコードの
現行整理

取引される品種に対し、品種群や種名等全17項目のデータ
を収録した６桁の数字のコード番号を設定。
（※後掲「日本花き取引コード（ＪＦコード）の普及②」参照）

２．JFコード設
定の背景と現
状

情報処理システムの基礎的な要素である花きのコード番
号が生産出荷団体や卸売市場、小売店等でそれぞれ異なる
ため、花き産業全体の総合的な情報化の推進が困難。
→ 花き業界全体の共通用語となる取引コードを設定・普

及する必要性
×しかし現在JFコードの普及はほとんど進んでいない。

３．JFコードに
対して会員が
挙げる課題

①品種レベルに対応したコードのため商品コードとして使
いづらい。

②新コード登録（新品種発生に伴うコード登録）の即時性
に乏しい。 など

４．課題解決に
向けた検討内
容

検討中
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